
  

５日間の短い秋休みを挟んで，10/1５から２学期が始まりました。始業式で 

は，「実りの秋」になぞらえて，「4 月に決めた目標に対する取組を広めたり，高めたり，深め

たりして，しっかりと『実らせる』学期にしましょう」という話をしました。そして，「頑張る」

いう言葉の意味についても説明をしました。目標を決めるときに子供たちは「○○を頑張る」

という言葉をよく使いますが，はたして「頑張る」とはどのような姿なのでしょう。「頑張る」

を辞書で引くと「我慢して，最後まで努力し続けること」と出てきました。確かに，お米でも

野菜でも，「豊かな『実り』」は，ぼんやりと待っているだけでは手に入りません。豊かな収穫

は，農家の方々の絶え間ない「努力」のたまものです。加えて，本当に自分が「我慢して，努力

し続けること」ができたかどうかをはかるためには，より具体的な目標を立てることも必要と  

なります。子供たちには，2 学期のめあてを立てる際に，「○○を頑張る」と曖昧な目 

標にせず，「いつ（までに），何を，どのくらい」といったように，できるだけ具体的 

な目標を立てましょうと話しました。学校では，子供たち一人一人の思いや願いを 

「実らせる」ことができるよう支援を続けてまいります。２学期もどうぞよろしく 

お願いたします。 
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 ２年生は生活科で 2 回目の「町たんけん」に出掛けました。今回は 

地域を歩いて季節による自然の変化を感じるとともに，地域内のたく 

さんの施設や店舗にご協力いただき，見学や働く人へのインタビュー 

などを行うことで，自分の住む地域への理解と愛着をより深めること 

ができました。ご協力いただきました皆様，ありがとうございました。 
 

    ４年生の総合「みんな幸せになろう」では，わかくさ特別支

援学校との交流会を行いました。6 月の学校見学やその後の調

べ活動をもとに，誰もが一緒に楽しめる遊びを考え，準備した

子供たち。交流会では積極的に声を掛ける姿がたくさん見られ

多様性への理解と支え合いの心の深まりが感じられました。 

５年生の総合「守れ！わたしたちの地球を」では，電気の使用量 

やごみ問題，水質汚染の状態，車の交通量，自然の様子など，それ 

ぞれが関心をもった身近な環境問題について，学校内外での実地調 

査を行いました。インタビューや現地の確認を通して分かったこと 

をもとに，自分たちにできることは何かを考えていく予定です。 

 
校外学習 

頑張る＝最後まで努力しとおすこと 



  

「    「いじめゼロ強調月間」の取組の一つとして，終業式の後に，「い 

じめ０（ゼロ）集会」が開かれました。子供たち自身がいじめについ 

て考えることで，いじめを「しない」「許さない」「見逃さない」心 

を育むため，プロジェクト委員会の児童が中心となって計画・実施

したものです。集会では，各学級の代表スローガンの発表が行われ

ました。スローガン作成では，保護者の皆様にも大変お世話になり

ました。どのスローガンも，いじめゼロに向けて一人一人がどのよ 

うに行動すればよいのか，どんな学級・学校にすればよいのかを考えており，集会を通じ

て，改めて「いじめは絶対にしない，許さない」ことを確認することができました。 

学校では，年間を通していじめ問題にしっかりと対応していくとともに，様々な活動を通

して相手の気持ちを考えて行動ができる子供の育成に，また，同時に，友達の良いところを

見付ける取組を学校生活全体の中で行い，楽しく居がいのある学校づくりに努めてまいりま

す。ご家庭でも，ぜひ，この機会にいじめについて話し合い，考える場を設けていただけれ

ばと思います。 

「いじめゼロ集会」で，校長講話として北原白秋の「ひとつ 

のことば」という詩を紹介しました。友達とケンカするのも 

仲直りするのも「ひとつのことば」から。相手を笑わせるの 

も泣かせるのも「ひとつのことば」から。子供たちの様子を 

見ていると，言葉の使い方を誤っていたり言葉そのものが足 

りていなかったりしてトラブルになることが多いように感じ 

ます。自分の発する言葉一つ一つを大切に考えることは相手を大切に考えることにつながる，

そんなことに気付いて欲しいと思い，この詩を選びました。「きれいな言葉」「やさしい言葉」

があふれ，美しい心でいっぱいの宝木小になることを願っています。 

 
 

いじめ０（ゼロ）集会 

 

各クラスの代表スローガン

１－１ てをつなぎ たのしいがっこう つくろうよ    ４－１ 気づこうよ 小さな SOS の サインの手 

１－２ やさしいきもち みんなにとどけ おもいやり   ４－2 やめようよ 自分がされて いやなこと 

１－３ いじめ ぜろ みんな なかま みんな えがお    ４－３ 相手の立場になって考えよう 

２－１ ふざけてる？ あいてがないたら いじめだよ               その行動・その言葉 

２－２ たのしくて えがおいっぱい ２年２組      ４－４ みとめあう 学校中が 笑顔の輪 

２－３ いじめゼロ みんなでつくろう えがおのわ    ５－１ だれかを泣かせる 笑いはいらない 

２－４ いじめゼロ ともだちみんなの えがおがゴール        みんなが笑える  仲間になろう！ 

３－１ 大じょうぶ 一人じゃないよ みんないる     ５－２ 気づこうよ いつもと違う その笑顔 

３－２ いじめゼロ みんなニコニコ 宝木小       ５－３ いじめゼロ 心優しく 接しよう 

３－３ だいじょうぶ？ その一言を かけてみて     ５－４ やめようよ 言葉の凶器 悪口を 

３－４ いじめ０ 言われたら 一生のこるよ チクチク言葉  ６－１ 「口に出す」 言葉の重さ 考えて 

なごみ 思いやり やさしくすれば いじめゼロ      ６－２ いじめゼロ 優しい心が 人を救う 

    だれ一人 かなしい気持ちに させないよ     ６－３ 見て見ぬふり 弱き己を ぶち破れ 

                            ６－４ 「ノリだから」 囲んで笑う あなただけ 

                                その勇気 誰かの明日を 変えていく 


